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１ 「やさしさいっぱいの子」の育成 

⑴ 「差別の現実に学ぶ」姿勢を念頭に、ハンセン病問題学習や同和問題をはじめとする様々な差別

の解消や不合理な状況の解決に向け、系統的で一貫性のある人権・同和教育を推進する。 

⑵ 不登校の未然防止に向けた学級経営と授業経営の充実（生徒指導力と授業力の向上）により、温

かい学級・学校づくりを目指す。 

⑶ インクルーシブ教育の実現に向け、一人一人の児童理解に努めるとともに、早期発見・早期対応

を図り、特別支援教育を充実させ、一人も取り残さない教育の実現に向けた手立てを講じる。 

２ 「元気いっぱいの子」の育成 

⑴ 早寝・早起き・朝ごはん、運動、十分な睡眠を意識させるなど、望ましい生活習慣の啓発を行う。 

⑵ 体育的活動や健康教育を研究、推進し、子どもたちの活動環境の充実を図る。 

⑶ つながる活動（同学年・異学年・地域・世界・未来）を推進・充実させ、挑戦する児童の育成を

図る。 

３ 「やる気いっぱいの子」の育成 

⑴ 主体的・対話的に学びを深めるため、ＩＣＴを効果的に活用し、個別最適な学習を推進する。 

⑵ 学び合い学習を通して「つながる・分かる・楽しい」授業を目指し、「仲間と共に学び合う教室・

学校文化」づくりを推進する。 

⑶ 「読み」と「計算」の定着が図られるよう、ＭＩＭ理論や図書室の利用、ドリル学習を推進する。 

※ＭＩＭ理論とは、異なる学力層の児童にアセスメントと指導を繰り返しながら、読みやすさを育む指導理論である。 

４ 「持続可能な社会の実現を目指す教育（ＥＳＤ教育）」の推進 

⑴ ＥＳＤの視点を持ち、自らが行っている指導がどの概念の理解を深めるものかを意識する。 

⑵ 生活科・総合的な学習の時間等の学習において、ＳＤＧｓとの関連性を考えながら学習を進める。 

５ 「玉津小コミュニティ・スクール」による学校づくりの推進 

⑴ ボランティア、ＰＴＡ、学校、家庭、地域、関係機関等と連携し、地域学校協働活動を推進する。 

⑵ 安全教育・防災教育等を通して安全管理を行い、危機管理意識の高揚に向けた実践を行う。 
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１ 人的管理 

⑴ 信頼される教師（服務規律の遵守と危機管理能力の向上） 

⑵ 愛顔あふれる教師（働きがいのある職場づくり、働きやすい・休みを取りやすい環境整備） 

⑶ 協働する教師（温かい人間関係に基づく校内研修の充実、地域人材による学校支援体制の構築） 

２ 物的管理 

⑴ 安全・安心な学校（日常的な安全点検と潜在的危険個所の除去及び改善） 

⑵ 学校運営協議会等との連携・協働による教育環境の整備と美化 

⑶ ＥＳＤ教育（ＳＤＧｓ）を通して、持続可能な社会への貢献を図る。 

３ 事務管理 

⑴ 校務分掌の明確化とＩＣＴを効果的に活用した協働体制の確立 

⑵ 「報告・連絡・相談」からの「かく・れん・ぼう（確認・連絡・報告）」の徹底と金銭や経理事務

の厳正な管理  

⑶ 情報管理の徹底と個人情報の保護 
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本校は、玉津小コミュニティ・スクール（ＣＳ）として、令和６年度に文部科学大臣表彰を受賞した。

「ちょこっとボランティア」は、児童の安全（交通・プール等）、環境（草引き・施設整備等）、学習（不

登校対応・学習補助等）の各面で学校を支える取組として定着している。 

また、「持続可能な社会の実現を目指す教育（ＥＳＤ）」を推進し、学び合い学習の充実を通して「仲

間と共に学び合う教室・学校文化」の構築を図っている。生徒指導や特別支援教育の充実に取り組み、

一人も取り残さない教育を推進するとともに、体育的活動の研究を進め、児童・教職員・地域が一体と

なって教育目標の達成を目指している。 



 


